
日本経済の行方にも   
いよいよ「最後の大型商品」、原油が東京工  

業品取引所に上場されます。日本の商品先物  

業界は近年、新規商品を次々上場してきまし  

たが、「真打ち登場」ともいえるでしょう。ま  

だ、コメ、鋼をはじめ、いくつもの重要商品  

が上場候補として控えていますが、上場商品  

のラインナップは海外と比べ、そう引けも取  

らなくなりました。あとは商品先物取引を日  

本経済に貢献するにはどうすべきか、いわば  

「魂（たましい）」をどう入れるかを考えるべき  

ときが釆たようです。  

ス産の原油）と中東産原油を、イギリス・ロ  

ンドンのIPE（国際石油取引所）は北海ブレン  

トという北海産原油を上場しています。これ  

らの原油はそれぞれ、地域の特性が価格に影  

響はしていますが、世界の原油事情を色濃く  

映し、同じように価格が動くことが多いから  

です。   

今回、東京工業品取引所ではドバイ原油と  

オマーン原油といういずれも中東産の原油を  

足して2で割った形のものを上場します。こ  

れをみると、WTIとも北海ブレントともあま  

り互換性はない気がしますが、前に述べたよ  

うに原油は互換性が強く「単一市場」といえ  

る状況なので、価格は同じように動くことが  

予想されます。いわば、隅田川の水はハドソ  

ン川にもテームズ川にもつながっているので  

す。それだけに、原油の上場で日本は石油関  

連では其の意味で世界と共通の土俵を持つと  

いえるのです。   

もう1つの意義は、単に投機家だけでなく、  

当業者（＝石油の生産流通に携わっている企  

業）の参加が予想されることです。今回、市  

場設計をするに当たって、東京電力、出光興  

産が参加したことは、その可能性を示唆して  

います。  

続く「第三の商品」の登場といえます。しか  

し、これは単に石油関連商品が1つ増えたと  

いうのではなく、別の大きな意義があります。  

それは、原油は石油製品と違って世界的広が  

りを持つ商品だからです。   

灯油・ガソリンなど石油製品は各国によっ  

て、組成がかなり異なっています。例えば、  

ガソリンはいくつもの成分を混ぜて、製品に  

仕上げますし、．オクタン価も国によって異な  

ります。それ以上に大きいのが地域による価  

格変動の違いです。例えば、米国の暖房油は  

米国由内の気温によって上下します。日本の  

寒暖はほとんど影響しません。   

ところが、原油の場合は若干、色彩が異な  

ります。米国NYMEX（ニューヨーク・マー  

カンタイル取引所）はWTI（＝米国西テキサ  

目を口  
＿∴▲、l由iこ亡こ頑l、．、  

けた取引  
ナ  

■  
岬り顔物取茹曹  もbろん、すぐt＿、  

世界の石油市場に大きな影響を与えるかどう  

かは未知数です。しかし、NYMEXが石油を  
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原油先物取引市場制度（案）  上場した途端、OPEC（石油輸出国機構）の  

手から価格の決定権が先物市場に移りました。  

先物市場は単に当業者だけでなく、多くの  

人々が参加して売買する結果、最も的確に需  

給を映して価格が動くからです。OPECはメ  

ジャーから価格の支配権を奪取しましたが、  

NYMEXは「価格の透明性」を武器に再度、  

それを奪ったのです。  

取弓  期限   試醸土雛転」照蔓廊療5奪とする。   
筆貴資格  

取り次ぎもしくは代理、生産または加工を  
Jr▲  

芸②商品市場における取引の受託等につき、商  
三冠取引所法第126条第1項の許可を受け 
ミ妄者（＝受託会員など）  

⑳商即矧所法施行令第3条で定める要件 
さ†該当する者（＝海外の先物業者または店 
義堂緑葉者）   

会員の寧  

旧：ガソリン及 菱 び灯油会員を兼ねる者  
新：ガソリン、灯油、原油のすべての会  

員を兼ねる者  
鞄ガソリン会員（甥行どおり）  

L◎灯油会員（現行どおり）  

酔原 
由製品の当業者で石油市場 

で原油の取引を行う会員  

覧完孟諾）以上（石油市場の節会削  

認   1ロ0万円（石油市場の既存会員は迫力ロ納入不 

要）  l  

1，000万円 ただし、試験上場期間中は5DO≠‾  
二         ．砦＝周存会員は追加納入不要）  

師資格：NYMEX、IPE＼APほたはこ   
軒 れらに準じる団体に属する海外¢   
痩繚ギ  当業者   

おワ  ）き∴   悪書還さ…∴冒呂芸冨）（市場ごとに讐讐≧   

出薗溺影響L  
■   「Ⅶ㌢■  

物、  
∴  

日本でも灯油・ガソリン▼ノ尤物市場が登場  

した結果、元売りの出し値に影響を与えるよ  

うになりました。中には先物市場から現物を  

調達する企業も現れました。元売りの出し値  

や業転価格（スポット価格）より先物市場の  

価格が安ければ、そちらで調達した方が安上  

がりだからです。また、シンガポールの石油  

市場と比較、シンガポールより先物市場が安  

ければ輸入せず、日本の先物市場で調達する  

企業も出ました。そのような世界に日を向け  

ながら日本でも先物取引を利用する動きが原  

油ではさらに大がかりに行われる可能性があ  

ります。   

いま、日本には石油の生産・流通に携わる  

企業が数多くあります。しかも石油は、原油  

でも製品でも価格の変動が激しく、その経営  

は常に危険と隣り合わせです。しかし、先物  

取引を利用すれば、価格の変動から企業を守  

れるだけではなく、先行きの需給を予測する  

ことができ、企業経営の「羅針盤」にもなり  

ます。もちろん、合理化を怠った企業はつい  

ていけず、一部で、淘汰の動きは出るでしょう。  

「消費者優先の経済」。日本では、ここ10  

年、このような言葉が言われてきました。企  

業中心の経済から消費者優先の経済に変える  

ことが「物価高の日本」を変え、住みやすい  

日本にするという意味です。だが、消費者優  

先の経済に変えた結果、企業が倒産するよう  

では元も子もなくなります。消費者にも企業  

にも偏らないことが、本当の意味で「消費者   

その点、先物取引は需給によって価格が決  

まり、企業にも消費者にも偏らない公正な価  

格を形成します。さらに、公開の場で価格が  

決まる結果、価格の透明性も高いものになり  

ます。いわば、真の意味で「消費者優先の経  

済」が進むといえるでしょう。原油の上場は  

単に石油関連企業にヘッジの場を提供するの  

みならず、日本経済をさらにグローバルスタ  

ンダードに適合させるよう体質改善を進める  

きっかけにもなるのです。  
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